


附属書の記入方法 

前ページの記入例と以下の対応する番号を参考に記入してください。 

❶ 搬入物を取り扱う際の注意事項を記入してください。

例）飛散しやすい、肌に付着すると危険等

❷ 搬入物が石綿含有廃棄物である場合にレ点を入れてください。その場合、廃石綿等でないこ

とを確認のうえ、二行目にもレ点を入れてください。

❸ 搬入物がどのようなものか具体的に記入してください（例えば「廃プラスチック」ではなく、「既

設塩ビ管の撤去物」などと記入）。また、インターロッキングブロック、コンクリートがらなど広

くリサイクルされているものについて、リサイクルできずに搬入する場合は、リサイクル不可

の旨を記載してください。

❹ 数量根拠は「（体積計算）×（単位体積当たりの比重）」、「（単位量当たりの重量）×（数量）」、

「実績値」又は「設計書記載数量」等、算出方法が分かるように記入してください。比重が１以

下の場合は、水中に投じて浮遊しないことを必ず確認し、その旨を記載してください。

❺ 収集運搬委託の有無に関わらず、自社運搬する廃棄物がある場合はレ点を入れてください。

❻ 受入上限に達していないことの確認のため、該当する場合は記入して下さい。

❼ 内容を確認したうえで、必ずレ点を入れてください。


